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究

一
糾
戸
市
の
工
場
分
布
ご
従
栄
引
の
辺
抑
敗
、
山

戸』
4
斤
L
F

本

主?

子

と
が
ま
で
の
段
師
中
心
、
託
料
将
中
心
の
校
宵
を
ほ
一
仙
の
社
合
賢
官
ん
詞
授
に
飛
閉
さ
、
せ
、
生
彼
自
ら
の
手
で
何
か

・
を
況
丸
さ
せ
よ
う
と
だJ
犯
の
嬰
伺
に
工
り
工
場
調
布
そ
究
施
し
句
。

て
一
明
い
戸
市
の
ヱ
勾
介
布
と
従
業
員
調
月
九
の
目
的
を
生
保
に
一
応
す
。

で
か
く
て
第
五
日
年
一
純
生
続
四
十
五
名
主
七
抗
に
八
J

ち
、
二
川
で
一
夜
の
、
工
場
を
穴
任
を
持
っ
て
出
来
る
だ
・

け

mし
く
別
符
ず
る
と
と
に
し
た
.

一
、
昭
和
ニ
ヤ
ニ
午
八
月
よ
り
十
一
月
ま
で
の
間
に
生
徒
は
各
自
で
都
合
の
よ
い
目
.
を
混
ん
で
エ
勾
を
調
夜
し
A

一
明
叙
で
千
時
間
ば
か
り
を
貨
や
し
亡
一
・
ま
づ
と
の
仕
取
を
完
成
し
た
。

紳
戸
市
は
間
際
穴
必
池
で
あ
る
と
共
に
、
工
業
都
市
と
し
て
の
性
格
子
・
有
し
て
ゐ
る
。
昭
和
ニ
ボ
二
年
十
月
の
人

口
抑
祢
を
以
前
に
し
て
其
の
有
服
人
口
に
幻
ず
る
各
料
品
川
別
の
割
合
を
叫
す
と
左
記
の
泊
り
で
あ
る
.

十
歳
以
上
の
有
限
男
子
に
つ
い
て
訓
育
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務

自

由
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九
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七

O

%

十
法
以
上
の
男
子
白
川
恥
小
川
は
全
人
口
の
五
四
'
三
三
%
で
あ
る
。
と
の
訓
合
を
与
て
も
紳
戸
市
の
工
会
の
対
要
性

を
把
相
似
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

(

一

)

工

場

介

布

糸
工
場
校
は
五
四
八
刀
、
そ
の
う
ち
分
現
工
支
は
み
一
伐
の
二
一
九
%
、
川
町
村
工
菜
、
二
二
・
四
四
%
、
化
問
日
ヱ
宗
一
二
・

九
六
%
、
そ
の
他
従
開
エ
菜
、
汚
染
、
初
鋭
、
製
粉
、
・
食
料
品
、
印
刷
支
得
あ
り
。
各
恨
の
ア
一
誌
が
こ
閉
前
後
の
訟

・庇で
A
n
布
し
て
ゐ
る
e

叉
烈
材
品
川
叫
の
混
出
も
目
立
つ
芯
ゐ
る
。

(二
v

エ

場

数

長
川
派
凶
五
・
二
三
%
、
丘
一
郎
院
二
一
子
六
七
%
、

と
占
ほ
・
内
な
す
べ
き
と
と
で
ち
.
る
。

神
戸
市
工
場
の
セ
O
%
近
く
が
長
問
と
兵
胞
に
然
中
し
て
ゐ
る

(
三
)
従
禁
M
M
政
に
よ
る
工
場
介
矧

d
A汎
μ
五
O
人
以
下
七
八
・
・
八
八
%
、
一
九
O
l
一
O
O
人
一
四
・
問
何
%
1
神
戸
市
の
工
場
の
大
市
八
ー
は
五
O
人
以

下
の
従
業
日
を
も
つ
も
の
で
、
供
契
n
列
千
人
以
上
は
数
エ
均
に
す
・
ぎ
な
い
。
兵
即
慌
の
ヱ
坊
に
は
全
保
一
芝
日
の
四

五
，
七
五
%
が
あ
つ
ま
り
、
長
問
肢
の
ヱ
叫
に
は
一
九
・
允
九
%
の
側
主
日
'
が
あ
っ
ま
っ
て
ゐ
る
。
償
っ
て
犬
工
場
は

兵
町
医
に
多
く
、
長
山
院
に
は
茨
内
ヱ
認
式
の
小
工
場
多
き
乙
と
L
洞
祭
で
き
る
。
門
別
前
は
一
昨
夜
に
工
場
多
か
り
し

も
ま
だ
市
川
照
寺
モ
き
た
め
か
と
の
調
突
で
は
少
き
と
ど
も
介
る
司

(
四
)
係
実
員
の
辺
動
状
況

調
筏
じ
た
四
十
五
工
場
の
従
来
員
の
羽
勤
地
介
・
初
闘
を
つ
く
り
、
次
の
よ
う
な
面
白
い
事
情
を
将
一
見
し
た
。

と
れ



に
は
る
と
従
業
員
の
五
四
二
三
%
は
一
二

O
介
以
内
で
油
引
可
能
の
地
に
民
つ
匂
ゐ
る
。
三
十
八
T
・
よ
り
一
時
間
内
に

活
動
し
て
ゐ
る
従
業
只
は
三
六
・
六
%
で
、
一
時
間
以
上
主
要
す
る
地
引
か
ら
の
羽
引
は
少
い
。
し
か

L
て
訊
別
対

は
工
場
主
中
心
に
南
北
よ
り
も
来
何
に
多
〈
分
布
し
も
北
一
の
一
出
勤
時
間
も
.
東
阿
は
市
北
に
比
校
す
れ
ば
阪
経
の
阿
合

に
時
間
を
吹
さ
な
い
。
且
大
今
一
位
へ
は
大
限
前
下
、
前
路
市
等
辺
町
似
た
か
ら
相
官
の
人
が
泊
勤
し
、
小
竹
社
で
は
多

〈
工
場
を
中
心
に
側
議
員
が
八
刀
布
し
て
ゐ
る
.
こ
れ
ら
の
原
闘
に
つ
い
て
も
あ
ら
ゆ
る
角
皮
か
ち
者
祭
す
る
と
而
白

い
。
乙
の
研
究
は
未
完
品
川
な
の
で
、
叉
折
を
み
て
完
成
す
る
つ
も
り
で
あ
る
咽

，M
後
に
紋
而
た
か
り
ま
し
℃
と
の
調
持
な
ら
び
に
研
究
に
わ
た
り
ま
し
て
、
色
々
な
J
h

品
川
レ
明
，
は
り
ま

μ
・
六
方
々

に
阿
ゅ
う
仰
松
巾
・
し
ょ
げ
ま
す
-
ハ
恨
者
1
献
立
部
ニ
紳
戸
前
女
紋
官
.
本
命
h

魯

n
i
l
-
一
月
二
十
四

H
抑
表
)

九.


